
（単位　千人）
1992年 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年

日本 581 611 615 605 631 662 668 668 709
ドイツ 2,360 2,576 2,560 2,569 2,559 2,522 3,545
フランス 1,518 1,542 1,594 1,573 1,605 1,570 1,587 1,594
イギリス 902 862 864 862 865 949 1,039 1,005
スイス 717 726 740 729 709 693 691 701
アメリカ 12,900 12,900 14,400 15,400 16,100 16,114
カナダ 2,839
韓国 74 67 82 129 210 245 158 217 286
シンガポール 288 309 347 385 454 506 530 612

外国人労働者割合 （単位　％）
1992年 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年

日本 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 1.0 1.0 1.0 1.1
ドイツ 6.1 6.7 6.6 6.7 6.7 6.6 8.6
フランス 6.1 6.1 6.3 6.2 6.3 6.1 6.1 6.1
イギリス 3.2 3.0 3.1 3.1 3.0 3.3 3.6 3.4
スイス 20.1 20.5 18.7 18.5 17.8 17.4 17.3 17.7
アメリカ 9.8 9.8 10.8 11.3 11.7 11.6
カナダ 18.7
韓国 0.4 0.3 0.4 0.6 0.9 1.1 0.7 0.9
シンガポール 17.8 18.6 20.3 21.9 24.9 26.9 27.3

（資料出所） OECD/“Trends in International Migration （SOPEMI 2001）”、OECD/“Employment Outlook （1994～2001年）”
　　　　　 　　 ドイツ ; （1992～1997年）OECD/“Trends in International Migration （SOPEMI 2001）”

　　  　　      カナダ及びアメリカの外国人労働者は、外国で出生した労働者数(foreign born labour)。
　　　　　　　 アメリカは2000年のみ移民を除く数値。

※外国人労働者の定義は、各国で異なっており、一概に比較できるものではない。            

資料１０－２　　ヨーロッパ等先進諸国の労働移動（各国の受入れ状況）

外国人労働者数

　　　　　　　 シンガポール ; （1992～1997年）Hui, Weng-Tat, "The Regional Economic Crisis and Singapore : Implications
　　　　　　　　　　　　　　　　　 for Labor Migraiton" Asian and Pacific Migration Journal 1998
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999年）OECD/“International Migration in Asia -TRENDS AND POLICIES-”
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年）OECD/“Migration and the Labour Market in Asia -RECENT TRENDS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AND POLICIES-”
　　　　　　　　　　　　　　　　　世界銀行「World Development Indicators 2001」
　　　　　　　 韓国 ; OECD/“Migration and the Labour Market in Asia -RECENT TRENDS AND POLICIES-”
　　　　　　　　　　　 世界銀行「World Development Indicators 2001」

　　     　　   日本 ; 外国人労働者数については法務省入国管理局の資料に基づき厚生労働省が推計
                           総務省「労働力調査」


